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平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

１．総合評価落札方式の実施方針について

１）表彰の評価対象の見直しについて

表彰の評価対象の見直し

【九州運用】
【背景】

【参考】

現在、参加表明者（企業）並びに予定技術者の表彰の評価は、業務分野（河川・道路・公園・機械・
電通）毎に評価することとなっている。

業務執行技術力を評価する項目として、より業務品質の確保へと繋がる評価へと評価対象の見直しの
検討を行った。
《 事例 》

①同様の作業内容でも業務分野に区分けされていることにより評価されない業務がある。
例）「河川業務」の表彰の際、道路の測量、地質調査業務では評価されない。

②設計業務を発注の際に、測量や地質調査業務の表彰により評価される事がある。

平成２５年度には、これまで『同種及び類似業務における表彰実績』としていたものを、同一の業務分
野へ拡大する目的で、『業務分野における表彰実績』へ見直しを実施。

測量業務や地質調査業務については、発注業務と同一の業種区分により評価を行う。
土木関係建設コンサルタント業務については、作業内容が多岐にわたるため、現行どおり、業務分野

毎に評価を行う。

【見直し（案）】



測　量 河　川 道　路 公　園

地質調査 河　川 道　路 公　園

土木関係建設
コンサルタント

河　川 道　路 公　園 機　械 電気通信

業 務 分 野

業
種
区
分

測　量 河　川 道　路 公　園

地質調査 河　川 道　路 公　園

土木関係建設
コンサルタント

河　川 道　路 公　園 機　械 電気通信

業 務 分 野

業
種
区
分

【評価方法の見直し（イメージ）】

■現行

■見直し（案）

表彰の評価対象の見直し

平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

１．総合評価落札方式の実施方針について

２）出産・育児等による休業期間の取扱いについて



出産・育児等による休業期間の取扱いについて

【全国運用】

予定技術者の経験及び能力の審査及び評価において、予定技術者が審査及び評価の対象期間中に出産・
育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、入札・契約手続の公平性の確保を踏
まえた上で、原則、休業期間に相当する期間を評価対象期間に追加するものとする。

【概要】

【運用対象評価項目】

休業期間に相当する期間を
評価対象期間に追加する。

●評価対象期間 【現行】

●評価対象期間 【見直し後】

従前、休業していた期間も
評価対象期間に含まる。

出産・育児等
による休業

評価対象期間 過去10カ年評価対象期間 過去10カ年

出産・育児等
による休業

評価対象期間 過去10カ年＋休業期間分※評価対象期間 過去10カ年＋休業期間分※

追加

【評価対象期間の考え方（※業務実績の場合）】

（公示日）

（公示日）

【対象業務】

プロポーザル方式、総合評価落札方式、価格競争入札方式

技術者【業務実績／地域精通度／業務成績／優良表彰】

評価対象期間の単位は「年単位」とし、 月単位となった際には「１年未満を切り上げた期間」とする。
【※九州運用】

平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

２．試行業務の実施について
１）技術提案チャレンジ型試行業務について

【新規】



技術提案チャレンジ型試行業務について

【背景】

【目的】

防災・減災、社会資本の適切な維持管理などの重要性が増してきている中で、災害対応を含む地域にお
ける社会資本の維持管理を担う企業が不足すると、安全・安心な地域生活に支障をきたすことが懸念され
る。

地元に精通し、機動性を有する企業は地域防災の担い手であり、地域防災力を維持並びに既存インフラ
の維持管理を担うという観点からも、企業・技術者の育成が必要であることから、地域を支える企業の積
極的な競争への参加が可能となる機会を確保する。

改正品確法においても、公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成・確保に資する入札契約方
式の活用の一つに「地域における社会資本の維持管理に資する方式」について明記されている。

【試行概要】

国土交通省及び内閣府沖縄総合事務局開発建設部（以下、国土交通省等という）の受注実績のない者も
同等に競争への参加が可能となる機会を確保する。

国土交通省等の受注実績がないことにより、加点されなかった企業並びに配置予定技術者の評価項目
（「業務成績」「表彰」）は評価しない。

「測量業務」「地質調査業務」のこれまで『価格競争方式』で発注していた技術的に簡易な業務で実施。
契約方式は、一般競争入札方式（総合評価落札方式）とする。
業務を実施するにあたり、品質確保の観点で「工程計画」、「安全対策」又は「品質確保」について、

技術提案書への記載を求める。
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技術提案チャレンジ型試行業務について

【九州運用】【標準的な業務内容に応じた発注方式事例】
（測量事業の例）

知

識

構想力 ・ 応用力

基準点測量※

土地区画整理測量

数値図化（デジタルマッピング）

画像解析／計測／判読②
【計測を主とするもの】

データ共有／総合GIS

現地測量（地形測量） ※

水準測量※

定期縦横断測量※

地図編集

既成図数値化

深浅測量②
【標準的なもの】

一筆調査（E工程）

各種台帳作成②
【地形測量を主とするもの】

深浅測量①
【高い精度を求めるなど技術的に高度なもの】

空中写真測量

航空レーザ測量

GIS/CADデータ化

写真地図作成（デジタルオルソ）

航空レーザ測量（応用解析含む）②
【応用解析を含むもの】

都市計画図

基盤地図情報作成

地図編集（特殊ケース）

その他の応用測量②
（主題図データファイル作成）

【計測を主とするもの】

移動計測車両による測量②
【計測を主とするもの】

用地測量※

路線測量※復旧測量※

航空レーザ測量（応用解析含む）①
【応用解析を含んだ上で使用目的に

後工程（GIS、3次元地形等）があるもの】

画像解析／計測／判読①
【判読を主とするもの。また、使用目的に
後工程（GIS、3次元地形等）があるもの】

その他の応用測量①
（主題図データファイル作成）

【解析のための判読を主とするもの】

修正測量

各種台帳作成①
【地形測量と調書を主とするもの以外】

移動計測車両による測量①
【応用解析を主とするもの。また、使用目的に

後工程（GIS、3次元地形等）があるもの】

河川測量※ 地籍測量①
【国土調査法第10条2項による作業】

地籍測量②
【国土調査法第10条2項による作業を除く】

水文観測③
【標準的な観測手法によるもの】

水文観測②
【高度な観測手法を用いるもの

（ADCP計測による観測（解析を含まないもの）等）】

水文観測①
【ADCP計測、画像解析等
を用い解析を含むもの】

※印の工種は、現地等の
条件が通常の仕様で実施
できない場合は、総合評価
落札方式を選定すること。

価格競争方式

総合評価落札方式
プロポーザル方式

対象業務

技術提案チャレンジ型試行業務について

【九州運用】

知

識

構想力 ・ 応用力

価格競争方式 総合評価落札方式

プロポーザル方式

トンネル変状調査・解析

地盤環境調査（とりまとめ）※

ボーリング調査
（支持層確認、
改良チック等）

ボーリング調査
（設計、解析用）

耐震調査

計器設置及び観測作業（設置・観測のみ）

計器設置及び観測（計画～解析）

地下水調査（観測）

地盤環境調査（採取、分析）

軟弱地盤調査・検討（安定・沈下・液状化等）

地すべり対策工検討設計（地質解析を含む）

地表地質踏査及び資料収集

地質リスク調査検討

動的応答解析
防災点検

防災点検（総合診断）

地質調査計画策定

施工時計測管理地質総合解析

地盤環境調査（解析、対策検討）

土構造物等の点検

ボーリング調査（高度安
全管理、高品質コア等）

地下水調査（とりまとめ） ※

物理（弾性波等）探査

地すべり対策工検討設計（地質解析を含まない）

地下水調査・解析（浸透流、広域地下水、渇水影響等）地下水調査（解析・検討）

※印の地下水調査（とりまとめ）、地盤環境調査（とりまとめ）
については、以下のような場合などで、価格競争方式でも妥
当である内容も含まれるため、弾力的な運用を行うこと。
・地下水調査：既存の井戸等を利用した標準的な観測等では
、とりまとめ作業は価格競争でも十分な成果が得られる。

・地盤環境調査：有害物質（六価クロム）の試料採取・分析と
観測値とりまとめ（基準値内かどうかの判定）等の標準的な
作業は価格競争でも十分な成果が得られる。

【標準的な業務内容に応じた発注方式事例】
（地質事業の例）

対象業務



平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

２．試行業務の実施について
２）一括審査方式の試行について【新規】

一括審査方式の試行について

【背景】

【目的】

同様な業務を複数件発注する必要がある時には、複数業務の手続き資料を作成し、同様な審査を重複し
て行う必要がある。

また、業務の配置予定管理技術者は、手持ち業務が4億円かつ１０件未満の制限があるものの、専任性
がなく、同じ内容の業務が同一時期に発注されると、複数の業務において同じ参加表明書を提出し、複数
業務を同一企業が受注する事がある。

業務にも一括審査方式を取り入れることで、入札契約手続きの技術審査業務の負担軽減を図る。
受発注者双方の入札契約手続きの効率化により、事業の早期執行を図る。
また、改正品確法における「担い手の中長期的な育成及び確保」の考え方にも配慮する。

【試行概要】

同一内容の業務を同時期の発注が予定されている場合、一括して審査を実施し、受発注者双方の事務負
担の軽減を図るとともに、スピーディーな事業執行を図る。

複数の業務に参加を希望する場合は、同一の業務実績・配置予定技術者とし、その際は「参加表明書
（表紙）」のみ提出し、それ以外の資料添付を省略することができる。技術提案書に関しても同様。
なお、ある企業が複数の業務を異なる配置予定技術者で申請した場合は欠格とする。

複数の業務に参加表明書を提出することは可能であるが、落札決定通知を受けた場合は、それ以外の業
務を受注出来ない。

【九州運用】



一括審査方式の試行について
【一括審査イメージ】

※順位づけの後、評定値の最上位の者から落札決定する。

※落札決定を受けた者は、以降の入札は無効となる。

※２業務を一括審査業務で発注の場合

■２業務すべてに参加を希望する場合。

様式－１ 様式－２ 様式－３ 様式－９～

①業務

②業務

①業務と同様である旨を記載。様式－１

■２業務に別々の資料（配置予定技術者、業務実績等）
を提出した場合。『欠格』

様式－１ 様式－２ 様式－３ 様式－９～

①業務

②業務

様式－１ 様式－２ 様式－３ 様式－９～

※技術者Ａ

※技術者Ｂ

【資料提出イメージ】

平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

２．試行業務の実施について
３）女性・若手技術者試行業務について

【継続】



女性・若手技術者試行業務について

試行の目的

九州に働く女性及び若手技術者の登用促進・育成による魅力的な職場環境
の創出を促し担い手の中長期的な育成・確保を図ると共に技術力向上によ
る成果品の品質確保を図る。

試行の概要

【女性技術者配置型】
担当技術者に女性技術者の配置を参加資格要件とする業務を実施し、女

性技術者の登用促進による担い手育成・確保を促す。

【女性技術者評価型】
管理技術者に女性技術者の配置を評価項目とする業務を実施し、女性技

術者の登用促進による担い手育成・確保を促す。

【若手技術者配置型】
管理技術者及び担当技術者に若手技術者の配置を参加資格要件とする業

務を実施し、若手技術者の技術力向上による担い手育成・確保を促す。

【九州運用】

女性・若手技術者試行業務について

九州に働く女性及び若手技術者の登用促進・育成による魅力的な職場環境の創出を
促し担い手の中長期的な育成・確保を図ると共に技術力向上による成果品の品質確
保を図る。

【目的】

【参加状況】

概ね女性並びに若手技術者を配置した者の参加表明が確認できている。

【今後の取り組み】

来年度も競争性の確保に配慮しながら、継続して試行を実施する。

【成果品の品質確保】

通常の業務の評定点に大きな変わりは無く、成果品の品質確保も図られている。

【受注者の意見】

やりがいを感じ、貴重な経験となり、今後も継続を望む声が多い。



平成２９年度 入札・契約手続きの実施方針について

２．試行業務の実施について
４）技術者評価重視型試行業務について

【継続】

【試行２】 技術者評価重視型試行業務について

■対象工種
河川事業：堤防・護岸設計
道路事業：道路予備設計（用地幅）、構造物予備（一般）

構造物詳細・補修設計（一般）、道路詳細（一般）

■発注方式
総合評価落札方式（１：３）

■今後の対応
試行を継続して実施する

【全国運用】
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